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2014 年度事業計画書 

 

一般社団法人 困窮者総合相談支援室 Hippo. 

 

Ⅰ 事業実施期間 

  2014年 4月 1日～2015年 3月 31日 

 

 

Ⅱ 事業計画 

 事業実施方針 

 法人設立 1 年が経ち今年度は、これまでの相談・生活支援に加え、新しく営利事業を展

開する。 

 まずは、訪問看護事業を開始し、「医療」だけの観点ではなく「生活」を支えていくサー

ビスを提供していく。今まで支援してきたケースに加え、地域で治療につながっているが、

生活基盤の立て直しのために様々な生活支援が必要なケースの掘り起し、社会資源との連

携をめざし、「人」と「地域」の支援を行う。 

 また、訪問看護事業と連動して障害者居宅介護事業（指定特定相談支援事業所）を開設

するために、情報収集、人員確保を行う。 

 今まで行ってきた相談・生活支援（パーソナル・サポート）と上記の二事業を基盤とし、

地域に存在する地域資源（ひと・もの・おかね）を繋げることによって、共同と協働の効

果を発揮し、「釜ヶ崎ならではの」地域包括ケアシステム【対象者；高齢者】のデザインの

検討を地域社会資源と行っていくことを目指す。 

 さらには、地域で生活する人が、経済的困窮や心身の弱化に直面しても、最期まで普通

に生活が継続できる地域づくり（地域善隣事業）をすでに行っている地域を参考にしなが

ら、地域包括ケアシステムをさらに拡大した地域善隣事業の西成区（釜ヶ崎）モデルの検

討を行う。 

 

 

（補助事業・助成事業） 

1. 平成 26 年度 大阪府緊急雇用創出事業臨時特例基金事業（住まい対策拡充等支援事業

分）費補助金（ホームレス等貧困・困窮者の「絆」再生事業） 

 

（営利事業 準備事業） 

1. 訪問看護ステーション Hippo. 

2014年 5月 1日付大阪市指定 
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2. 障害者居宅介護事業（指定特定相談支援事業所） 

 

（その他） 

【社会資源との連携】 

1. NPO自立支援センターふるさとの会（東京）との連携 

 

2. 一般財団法人高齢者住宅財団との連携（地域善隣事業） 

 

 

【広報活動】 

1. 訪問看護ステーションの案内紹介パンフレット作成 

 

2. 一般社団法人困窮者総合相談支援室 Hippo.の通信の発行 

 

3. ホームページの更新 

 

4. ブログの更新 


